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ご
近
所
の
方
や
訪
問
先
な
ど
で
、
気
に

な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
何
か
、
お
か
し
い
な
あ
…
。」
と
い

う
小
さ
な
気
づ
き
が
見
守
り
活
動
で
は
と

て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

「
郵
便
物
や
新
聞
、
宅
配
便
の
不
在

票
が
郵
便
受
け
に
た
ま
っ
て
い
る
。」

「
昨
日
も
今
日
も（
何
日
も
前
か
ら
）、

カ
ー
テ
ン
が
開
い
て
い
な
い
。」

～
察
知
し
た
ら
～

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
…
「
家
の
中
で
倒

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。」
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

民
生
委
員
や
福
祉
員
、
町
内
会
の
関
係

者
に
相
談
し
、
決
し
て
一
人
で
は
家
に
入

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
服
装
が
不
自
然
な
ま
ま
外
出
し

て
い
る
。」

「
貯
金
通
帳
な
ど
何
度
も
失
く
さ

れ
る
。」

も
し
か
し
て
…
「
認
知
症
」
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

保
健
師
さ
ん
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
顔
や
腕
な
ど
に
、
不
自
然
な
あ

ざ
が
多
く
な
っ
た
。」

～
察
知
し
た
ら
～

ま
さ
か
…
「
虐
待
」
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
高
齢
者
の
こ
と
な
ら
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
、
子
ど
も
な
ら
児

童
相
談
所
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
口
外
す
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

段
か
ら
…

「
あ
い
さ
つ
な
ど
、
気
軽
な
声
か

け
を
し
ま
し
ょ
う
！
」

見
張
り
（
監
視
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

普
段
の
生
活

の
中
で
、
さ
り

げ
な
い
見
守
り

が
、
お
互
い
の

安
心
感
と
な
り

ま
す
。

一人
ひ
と
り

一人
ひ
と
り
のの
見
守
り
で

見
守
り
で……
一人
ひ
と
り

一人
ひ
と
り
のの
見
守
り
で

見
守
り
で……
一人
ひ
と
り
の
見
守
り
で…

「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」へ

現
在
、
萩
市
で
は
高
齢
化
率
が
40
・
６
％

と
な
り
ま
し
た
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

よ
り
、
家
庭
や
地
域
の
機
能
が
低
下
し
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
孤
独
死
や
認

知
症
高
齢
者
の
介
護
、
高
齢
者
や
児
童

の
虐
待
、
悪
徳
商
法
に
よ
る
被
害
、
災

害
時
の
要
援
護
者
へ
の
支
援
な
ど
、

様
々
な
生
活
福
祉
課
題
が
混
在
し
て
き

ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
し
続
け
る
た

め
に
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
加

え
、
地
域
住
民
相
互
の
つ
な
が
り
づ
く

り
を
進
め
、
地
域
の
中
で
支
え
合
う
仕

組
み
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

い
つ
も
と
様
子
が
違
う
と

感
じ
た
ら
…

察
知
し
た
ら…

た
と
え
ば…

察
知
し
た
ら…

た
と
え
ば…

察
知
し
た
ら…

普
段
か
ら…

た
と
え
ば…



民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員

法
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地
域

に
お
い
て
、
関
係
機
関
・
団
体
、
福
祉
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
連
携
し
な
が

ら
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
援
助
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

福
祉
員
は
、民
生
委
員
が
推
薦
し
た
り
、

町
内
会
や
集
落
か
ら
の
推
薦
を
受
け
、
選

出
さ
れ
ま
す
。
主
に
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
を
訪
問
し
た
り
、
安
否
確
認
や
話
し
相

手
と
な
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
高

齢
者
な
ど
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す
る

役
割
を
担
い
、互
い
に
相
談
し
協
力
し
て
、

身
近
な
地
域
の
困
り
ご
と
な
ど
の
解
決
に

向
け
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
ア
ン
テ
ナ
役
と
し
て
」

生
活
の
し
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
、

気
に
な
る
こ
と
な
ど
、
身
近
な
地
域
の
福

祉
問
題
を
発
見
す
る
こ
と
が
活
動
の
第
一

歩
で
す
。

「
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
な
。」
と
一

人
ひ
と
り
が
地
域
へ
の
関
心
を
高
め
、
発

見
者
と
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
関
係
者
へ
の
連
絡
」

福
祉
問
題
を
把
握
し
た
ら
、
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
関

係
機
関
に
連
絡
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

関
係
者
同
士
が
共
通
認
識
す
る
こ
と
で
効

果
的
な
支
援
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
見
守
り
活
動
・

生
活
支
援
活
動
へ
の
参
加
」

福
祉
員
は
、
声
か
け
や
見
守
り
、
生
活

支
援
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、
問
題
解
決
の

実
践
者
で
す
。

例
え
ば
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど

も
た
ち
な
ど
様
々
な
住
民
が
集
ま
っ
て
楽

し
く
過
ご
す
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
や
町
内
会
福
祉
部
活
動
、
地
区
社

協
活
動
な
ど
の
推
進
役
で
す
。

「
住
民
へ
の
福
祉
活
動
参
加
の
働
き
か
け
」

支
援
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
は
、

地
域
に
暮
ら
す
住
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と

参
加
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

地
域
住
民
に
必
要
な
福
祉
に
関
す
る
情

報
を
広
め
る
こ
と
も
一
つ
の
役
割
で
す
。

「
秘
密
は
守
り
ま
す
！
」

活
動
上
知
り
え
た
秘
密
（
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
）
は
、
む
や
み
に
口
外
は
い
た
し

ま
せ
ん
。

安
心
し
て
福
祉
員
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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本
会
で
は
、
身
近
な
地
域
で
き
め
細

か
く
福
祉
員
活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
概
ね
50
世
帯
に
１
名
程
度
の

配
置
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

福
祉
員
は
、
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
が
委
嘱
し
、
市
社
協
及
び
地
区
社

協
活
動
に
協
力
し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
福
祉
員

福
祉
員
の
役
割

おもやいサロン（雑式町）
福祉員と民生委員がお世話役です。参加者の皆さんは、毎月楽
しみにしています。

共通認識

福祉員

民生児童委員 萩市社会福祉協
議会や関係機関

大井地区民生委員・児童委員と福祉員合同研修会
本年度はじめての試みとして、合同の研修会を行いま
した。
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●
地
区
社
協
設
置
推
進
事
業

地
域
運
営
協
議
会
と
小
地
域
福
祉
活

動
推
進
委
員
会
を
中
心
に
検
討
を
重
ね
、

10
地
区
に
お
い
て
地
区
社
協
設
立
準
備

委
員
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
委
員

会
で
は
、
設
立
に
向
け
て
何
度
も
協
議

を
続
け
、
設
立
の
産
声
を
上
げ
ら
れ
た

地
区
も
あ
り
ま
し
た
。

●
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
整
備
事
業
の
推
進

田
万
川
、
む
つ
み
、
川
上
、
旭
の
６

地
域
に
加
え
、
萩
市
全
域
で
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。
13
地
域
の
さ
さ
え
あ

い
協
議
体
で
は
、
住
民
相
互
の
支
え
合

い
に
よ
る
通
所
・
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
に
向
け
て
、
月
１
回
程
度
の
話
し
合

い
を
行
い
、
現
在
、
試
行
実
施
を
含
め
、

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
は
５
地
域
で
、
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
は
９
地
域
で
ユ
ニ
ー

ク
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
災
害
時
へ
の
備
え

山
口
県
東
部
集
中
豪
雨
災
害
か
ら
丸

３
年
目
の
７
月
28
日
に
、
萩
青
年
会
議

所
と
本
会
で
「
災
害
時
に
お
け
る
協
力

に
関
す
る
協
定
」
を
調
印
し
ま
し
た
。

ま
た
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
小
中
学

生
を
対
象
と
し
た
防
災
体
験
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。

●
熊
本
地
震

平
成
28
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
に
よ
り
、
各
地
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
山

口
県
は
、
熊
本
県
御
船
町
を
支
援
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
本
会
か
ら
も
職
員
２

人
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
バ
ス
の
運
行
を
行
い
、
被
災
者
へ

元
気
と
笑
顔
を
届
け
ま
し
た
。

地
域
の
福
祉
力
を
強
め

  
ふ
つ
う
に
く
ら
せ
る
し
あ
わ
せ
づ
く
り
を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 

進
め
ま
し
た

地
域
の
福
祉
力
を
強
め

  
ふ
つ
う
に
く
ら
せ
る
し
あ
わ
せ
づ
く
り
を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 

進
め
ま
し
た

事
業
報
告
・
決
算
概
要

介護保険
77,535千円

委託・指定管理
37,670千円

次期繰越金
37,798千円

4.94.9％％

4.04.0％％

4.9％

法人運営
21,716千円

6.3％

地域福祉活動
推進
96,439千円28.1％

相談支援事業
43,497千円

12.6％

大島保育園
23,613千円

6.9％

22.6％

11.0％

11.0％

21.1％
補助金
72,554千円

19.4％

受託金
66,577千円

20.1％
介護保険事業
69,084千円

6.8％保育事業
23,257千円

会費
7,401千円
2.2％

7.6％

積立資産取崩
26,252千円

9.8％

前期繰越金
33,767千円

分担金
1,200千円
0.4％

貸付事業
13,565千円

4.0％
事業
7,930千円
2.3％

その他
5,014千円
1.4％

寄附金
16,756千円

在宅介護支援センター
5,089千円 1.5％

収入 支出

平成28年度萩市社会福祉協議会決算概要

総額 343,357千円

平
成
28
年
度
も
前
年
度
に
引
き
続
き
、
地
区
社
協
の
設
置
推
進
及
び
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
体
制
整
備
事
業
の
推
進
の
２
つ
を
重
点
目
標
と
し
ま
し
た
。

平成28年６月18日 御船町において
熊本地震災害支援ボランティア活動

平成29年３月７日 住民主体サービス三見地区
おためしサロン「ひなまつり会」
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社協社協のの会員会費会員会費ににご協力ご協力をを社協社協のの会員会費会員会費ににご協力ご協力をを社協の会員会費にご協力を

井上歯科医院
㈲河村電気商会
クボタ写真館
㈱佐伯時計店
若松薬局
㈲丸文商店
山下時計店
きくや
㈲柏木薬局
㈲いとう
石川紙店
㈱フジ情報システム
はた呉服店
㈱岩川旗店
兼田医院
㈲シズキ
㈲シズキ内萩仕出し弁当協同組合
長州屋光國製菓本舗
ミヨシノ醤油㈲
㈱大和電気センター
一○酒造㈱
中嶋クリニック
日の丸松野タクシー
松下木工所
川村金物店
もんでん歯科医院
㈲宮本自動車
なかむらレディースクリニック
光國本店
服部産業㈱
㈲松陰堂印刷所
㈲坪井建設
萩海運㈲
㈱萩浜崎卸売市場
萩海産物加工協同組合
住の江保育園
玉江石油㈲
新興電気工事㈱
㈱西村商店
山口ダイハツ販売㈱萩店
ギフトつつい
㈲オカムラ環境技研
尾崎孝治税理士事務所
㈲砂田瓦工業
鈴木外科医院
㈲萩新栄

登城歯科医院
㈲小林自動車整備工場
萩みやざき㈱
不走庵三輪窯
山口マツダ㈱萩店
㈲大谷
㈲南工業所
平岡整形外科医院
大坂屋
㈱大本組山口営業所
萩焼会館
くすりの前田
㈲新川松村組
井上寝具
㈲山陰ボデー
萩土建㈱
山下燃料㈲
パーラーサンバード
㈱コープ葬祭萩店
岡田窯
服部天龍㈱
至誠館大学
泉流山
萩しーまーと
㈲ウィンド
池永商事㈱
㈲萩造船所
柳本ヘアーサロン
㈱山城精機製作所
鶴惣工業㈱萩工場
㈱富士調査設計
大屋窯
日進電気工事㈱
㈲松中電設
蓮正寺
日産プリンス山口販売㈱萩店
トヨタカローラ山口㈱萩店
㈲岩本米穀燃料店
㈲水津鈑金
萩慈生病院
三栄建設㈲
河野医院
山田鉄工所
㈲河野組
田中輪業
㈲松光山栄光

社協では、地域住民一人ひとりが身近な
福祉問題や地域福祉について理解と関心を
深め、福祉活動に積極的に参加・協力いた
だくよう全世帯・事業所等の会員加入をお
願いしています。

どうぞ趣旨をご理解いただき、会員とし
てご協力くださいますようお願いします。

社協で行っている地域福祉活動は、皆様からいただきました会員会費で行われています。
会員の皆さまに厚くお礼を申しあげますとともに、紙面の都合上、法人会員のみご芳名を紹介します。

社協会費納入ありがとうございました

■ 平成28年度の実績

本所受付分
堀設計事務所
斉藤助産院
㈱如来堂
萩城屋本舗
萩楽器店
立正佼成会萩教会
㈲ひまわり
岡田味噌醤油㈲
ひろこ美容室
阿武自動車整備工場
㈲アザレ化粧品
アトラス萩店
萩近鉄タクシー㈱
第一交通㈱萩営業所
萩山口信用金庫萩支店
㈱防長トラベル萩支店
村上歯科医院
ふくだや
高大
サンリブ萩
西京銀行萩支店
萩・長門総合不動産
瑞穂糧穀㈱
㈱ナラブン
㈲大山葬祭
沢村歯科医院
JAあぶらんど萩
都志見病院
横山商店
花宮医院
㈱タケシタ
西島スポーツ
ないとう歯科医院
㈱みどりや
萩城窯
玉村松月
ながお
波多野医院
波多野指月窯
㈲大栄
市原内科皮膚科
田中建設㈱
原田長寿園
岩崎酒造㈱
㈱扇屋

萩石見カントリー倶楽部㈱
㈲吉田住工
玉林寺
須佐事務所受付分
法隆寺
㈲須佐自動車
すさクリニック
すさ苑
阿武萩森林組合須佐支所
弥富郵便局
心光寺
㈲松原
豊田建設㈱
光讃寺
㈱キヌヤ須佐店
㈲中尾
黄帝社
柴田木材㈲
全柳寺
㈲波田建設
大薀寺
しんわ苑
㈲梅乃葉
美志満屋
浄蓮寺
日本海コマツサービス
㈲有福モータース
須佐郵便局
興和産業㈱
旭事務所受付分
旭開発
㈲グリンファーム旭
西来寺
丘病院
㈲大玉建設
瀧口酒造
ちはるえん
㈲大津土木
㈲木原建設
㈱林
西岸寺
西林寺
瑞光寺
マルオ㈲
JAあぶらんど萩佐々並支所

周鷹寺
蔵海軒
㈲赤崎旅館
㈲共栄組
端坊
㈲官野翠紅園
極東ガス燃料㈱
小萩園
㈲彩陶庵
せき衣裳店
千春楽
野坂江月堂
丸中石油㈱
マルハギ物産㈲
山県自動車㈱
㈲有田リアルエステート
ブルス美容室
㈲宮本鉄工所
㈲吉村造船水産
中村酒造㈱
㈱北浦建設
㈲國弘材木店
田万川事務所受付分
武氏八幡宮
㈲データロジック
西堂寺
都市環境整備㈱
豊田物産㈱
大畑建設㈱
厳島神社
㈲石川農園
三菱自動車サテライトショップ萩
㈲島田自動車
山県自動車㈱田万川営業所
㈲サカモト石油
妙権寺
㈲吉崎組
西法寺
教専寺
㈱たまがわ
歯徳会田万川診療所
㈱江崎ファンデーション
㈱サンワ
澄川酒造場
尊正寺
㈲野稲石油

一般会費 6,297,237円
法人会費 684,000円
団体会費 192,000円
賛助会費

１口 500円

１口 3,000円

１口 2,000円

１口 1,000円

17,612世帯
225事業所

77団体
132人 228,000円

合　計 7,401,237円

平成28年度法人会員
（順不同・敬称略）

225事業所



氏　　名 住　　所 備　考 金　額 氏　　名 住　　所 備　考 金　額

寺地　延子 見島３区 夫／良夫 金一封
黒田　尚 見島１区 母／登志子 金一封
松永かよ子 見島11区 夫／道伸 金一封
曽根　康夫 見島９区 父／誠人 金一封
中野　孝保 相島中 伯母／西村　クリ 金一封
石丸　茂喜 大井庄屋 父／定一 金一封
松屋百合子 玉江浦２区の３ 夫／清 200,000円
白石　健司 江向４区の２ 長女／佳子 金一封
白上　武司 大井港中 父／要 金一封
熊野　浩雅 大屋の２ 母／眞千子 金一封
藤田　孝夫 青海 妻／あけみ 金一封
緒方恵美子 船津の２ 夫／求 金一封
岡田　恒代 土原３区の２ 夫／康 金一封
中家　富子 中ノ倉の１ 夫／清美 金一封
中村　英貴 三見浦５ 祖母／テル子 金一封
三好　一彰 前小畑の１ 父／元勝 金一封
川　隆 見島12区 妻／民代 金一封
小高　明 前小畑２区の２ 父／正哉 金一封
岸田　安邦 川島１区の２ 母／邦子 金一封
中原　寿恵 山田１区 夫／浩司 金一封
�瀬岩次郎 浜崎３区の１ 妻／ツヤ子 金一封
齊藤　哲夫 椿河内 父／正昭 金一封
田村　英治 山田２区 父／弘 金一封
岡村みゆき 中津江の１ 母／フジ子 金一封
萬屋　繁美 倉江の１ 長男／和倫 金一封
田中　一生 玉江浦２区の３ 母／くりこ 金一封
齋藤　友孝 椿河内 祖父／寳作 金一封
庭屋　和子 平安古西区の１ 父／安藤　克己 金一封
神村榮次郎 大島赤穂瀬前 母／スヱ 金一封
佐々木正志 椎原の２ 父／真澄 金一封
岡田　久惠 堀内２区の２ 夫／茂夫 金一封
岸　正宏 金谷の２ 母／恵子 金一封
溝部　泰子 新川南の２ 夫／眞澄 金一封
榎坂チヱ子 相島上 母／中村　アキ 金一封
溝部　照子 上野の２ 母／政江 金一封
森田　順子 三見浦５ 母／関　すみえ 金一封
山野　一江 江向２区の２ 夫／友介 金一封
松浦　操 大井浦下 母／ツギ 金一封
岡　憲彦 城東北区の１ 父／浩一 金一封
吉川　史士 見島12区 父／光年 金一封
匿名 大井 叔父／松浦　勇 100,000円
山根　花子 玉江浦１区の３ 夫／政博 金一封
金谷　友香 大井浦下 夫／重雄 金一封

佐々木新一 笠屋 妻／幸 金一封
徳長　和子 玉江１区の１ 夫／文夫 金一封
松浦　康博 大井浦下 父／芳昭 金一封
中村　和夫 平安古西区の１ 母／スミ子 金一封
弘中　敦 堀内２区の２ 妻／のり子 金一封
今井　隆 城東南区の１ 妻／康子 金一封
濵村　秀吉 大島浜 母／靖子 金一封

神﨑　茂 三徳 父／岩龍 金一封
森　靖弘 横坂 母／喜代子 金一封
伊藤　泰洋 京床 母／ミサヲ 金一封

橋本　　功 弁天 母／ヨシ子 金一封
小河　謙治 山口市天花 母／静枝 金一封
大村　一久 周南市徳山 父／恒 金一封
木原　利勝 小川５区 父／豊 金一封
上杉　芳久 岩国市牛野谷町 父／篤 金一封
大谷　和男 小川５区 母／光子 金一封
石橋　丈雄 小川18区 父／文雄 金一封
若松　昌夫 戎一 父／榮一 金一封
中村　律子 中組 母／正子 金一封

金子　清悟 光市上島田 母／喜江 金一封
末成　豊司 大光寺 祖母／縫子 金一封
増野　房介 伏馬 父／登 金一封
高橋　正演 長尾 母／幸子 金一封

久保　潤一 野頭 父／浪五郎 金一封
石田　大典 弥富８区 父／恒生 金一封
石橋　博幸 下三原下 祖父／平吉 金一封
小川千恵子 松原 夫／健 金一封
立野　直樹 弥富６区 母／イネ子 金一封
山地　幸枝 松原 母／美知恵 金一封
山根美保子 松原 夫／光男 金一封
山根　米弌 浦西 母／キクヨ 金一封
一木　保夫 水海 父／才藏 金一封
中村　昭弘 前地 妻／武子 金一封
井村　一広 浦中 父／松雄 金一封
津田　康司 青葉台 父／健次 金一封

中村　博和 古戦場 母／スゞコ 100,000円
竹内　均 下市 母／芳乃 金一封
山﨑　光一 明木上市 母／美津江 100,000円
古屋　保子 矢代 母／朝子 金一封

萩

寄付者の承認を得たもののみを掲載しています。
※平成29年３月１日〜５月31日受付分（敬称略）
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む　つ　み

須　　　佐

川　　　上

旭

田　万　川



山口新聞社 下関市東大和町 社会福祉へ 50,000円
松浦　芳江 土原１区の１ 社会福祉へ 23,620円
新川南友愛クラブ 新川南 社会福祉へ 20,000円
萩病院 堀内１区の１ 社会福祉へ 10,000円
匿名 社会福祉へ 1,026円
匿名 社会福祉へ 2,424円

匿名 29,386円

旧須佐籾摺調整改良組合 下三原下 18,682円
はなみずき 河原丁 金一封

匿名 2000円

オムツ、パット類 ４袋 中原　映子 江向４区の２
紙おむつ、タオル 山根　美江子 城東南の１

書き損じハガキ・オムツ 岡村　悦子 三戸原

氏　　名 住　　所 備　考 金　額 氏　　名 住　　所 備　考 金　額
萩

須　　　佐

萩

む　つ　み

氏　　名物　品　名 住　所

書き損じはがき 杉山　康子 長小野
書き損じはがき 匿名

氏　　名物　品　名 住　所

む　つ　み

旭

善意銀行は、地域福祉活動推進の貴重な財源となっています。どうかご協力ください。

（香典返し・一般寄付合計　109件　3,457,155円）

2017.7.1 vol.707

夏休み福祉体験学習参加者募集
パラリンピックの正式種目にもなっている「ブライ

ンドサッカー」を体験し、福祉について学びます。
●日　　時 ８月４日㈮　７時～19時
●場　　所 福岡市　雁の巣レクリエーションセンター
●対　　象 市内の小学５年生～中学３年生

（定員30名、応募多数のとき抽選）
●参 加 費 2,000円
●申 込 み 萩市社会福祉協議会本所・各事務所

詳しくはホームページをご覧ください。

24時間テレビ40「愛は地球を救う」
「告白～勇気を出して伝えよう～」をテーマに、毎

年恒例の街頭募金を行いますので、ご協力よろしくお
願いします。
●日　　時 ８月27日㈰　10時～15時30分
●場　　所 アトラス萩、道の駅しーまーと、道の駅

萩往還、円政寺、松陰神社

民生委員制度創設100周年
民生委員・児童委員は、地域住民の身近な相談相手

です。制度100周年を迎え、委員一同が心をひとつに
して、いつも住民の皆様の心のよりどころとなり、安
心して生活できる地域づくりを進めています。

困りごと・相談ごとなどがあれば、お気軽に民生委
員・児童委員にご相談ください。
●問 合 せ 萩市福祉政策課地域福祉係　☎25-3550

福祉教育体験学習サポーター養成講座
学校や地域に出向き、福祉体験学習を補助していた

だくボランティアを養成します。
●日　　時 ７月10日㈪　10時～15時
●場　　所 萩市民館　講義室
●対　　象 一般住民で、登録後に活動できる方（定員20名）
●内　　容 午前　白松博之さんと社協の講義

午後　実際の体験の進め方の説明
●問 合 せ 萩市社会福祉協議会本所・各事務所

お　知　ら　せ

旭

誰でも気軽に応募できるように、しあわせ写真を募
集します。これまでの「しあわせ写真コンテスト」は、
平成28年度をもって終了しました。

応募作品は社会福祉大会などで紹介します。
●テ ー マ 日常生活の中にある笑顔、ふれあい、助

け合い、交流など、しあわせ（福祉）を
題材として撮影したもの。

●応募資格 萩市内に在住または通勤、通学している方
●応募規格 電子メールまたは写真（L版以上）
●応募要領 自作品で未発表のものに限ります。

作品の版権は、萩社協に帰属するものとし、
情報誌等に活用させていただきます。
スマホで撮影したものでも可能です。

●応募期限 ９月22日㈮
●メールアドレス anshin@hagi-shakyo.or.jp

社協ホームページを参考にしてください。

山本　浩 深瀬 母／敦子 金一封
東　久義 高津 母／好子 金一封

田中　良枝 桜 母／秀子 金一封
大田　和江 金峯 夫／定 金一封

金田　昇 堀越 母／敏子 金一封
村田　千代 榎屋 夫／達也 金一封
藤田　博子 黒川 夫／勝三 金一封
藤原　寿司 半田 母／寿代 金一封

福　　　栄

新「しあわせ写真」募集！
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「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
！
」

を
合
言
葉
に
、
平
成
23
年
11
月
１
日
、
本
町
３
地

区
と
河
原
丁
を
併
せ
た
４
地
区
で
「
須
佐
本
河
連

自
主
防
災
部
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
発
足
当
初

よ
り
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
等
の
要
支
援
者
対
応
に

力
を
入
れ
た
防
災
活
動
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
25
年
７
月
28
日
、
須
佐
地
域
は
２
０
０
年

に
一
度
と
言
わ
れ
る
豪
雨
災
害
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
突
然
の
豪
雨
で
、
自

主
防
災
部
員
と
し
て
の
活
動
が
で
き
ず
、
直
後
は

無
力
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

被
災
後
、
豪
雨
災
害
を
教
訓
と
し
て
「
万
が
一
」

に
対
応
で
き
る
防
災
活
動
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
！

持
ち
主
の
ご
厚
意
で
、
地
区
内
に
あ
る
倉
庫
の

２
階
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
を
「
緊
急
一

時
避
難
所
」
と
し
ま
し
た
。
住
民
40
人
く
ら
い
が

一
度
に
避
難
で
き
る
広
さ
が
あ
り
、
緊
急
時
に
は

大
い
に
役
立
つ
と
考
え
ま
す
。

緊
急
時
に
自
分
の
命
を
守
る
に
は
、
安
全
に
避

難
す
る
方
法
を
各
自
が
身
に
付
け
て
お
く
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
の
地
区
で
は
、
須
佐
地
区

防
災
訓
練
時
に
は
、
住
民
自
身
が
安
全
だ
と
判
断

し
た
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
避
難

場
所
が
公
民
館
・
自
宅
や
近
所
の
２
階
・
緊
急
一

時
避
難
所
等
に
分
散
す
る
た
め
、
安
否
確
認
の
情

報
収
集
に
は
手
間
取
り
ま
す
が
、「
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
や
ご
近
所
ど
う
し
で
声

を
か
け
合
っ
て
の
避
難
も
呼
び
か
け
ま
し
た
。
昨

年
の
避
難
訓
練
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
参
加

住
民
の
４
分
の
３
が
家
族
や
近
所
の
人
と
避
難
し

て
お
り
、
声
を
か
け
合
っ
て
の
避
難
が
少
し
ず
つ

浸
透
し
て
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

あ
の
豪
雨
災
害
か
ら
４
年
目
の
夏
を
迎
え
ま
す

が
、
高
齢
・
過
疎
の
波
が
一
気
に
加
速
し
た
感
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
地
区
で
も
、
増
え
る
要
支

援
者
に
対
し
て
、
そ
れ
を
支
援
す
る
人
数
は
減
っ

て
い
ま
す
。
現
状
の
改
善
に
は
、「
自
助
・
共
助

の
充
実
」
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
々

の
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
で
人
間
関
係
が
築
か
れ
、

緊
急
時
の
力
に
な
る
と
確
信
す
る
か
ら
で
す
。
須

佐
本
河
連
自
主
防
災
部
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
顔
の

見
え
る
ご
近
所
づ
き
あ
い
」
を
一
層
深
め
て
い
き

ま
す
。

こ
の
春
、
須
佐
地
区
社
協
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
福

祉
で
つ
な
が
る
須
佐
の
ま
ち
、『
お
互

い
さ
ま
♡
』
の
か
け
声
で
身
近
な
こ

と
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
！
」
は
、
ま

さ
に
「
自
助
・
共
助
」
を
住
民
に
呼

び
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

防
災
・
福
祉
を
問
わ
ず
、「
自

助
・
共
助
の
輪
」
が
須
佐
の
ま
ち
に

大
き
く
広
が
っ
て
い
く
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

広
げ
よ
う
！「
自
助・共
助
の
輪
」

広
げ
よ
う
！「
自
助・共
助
の
輪
」

広
げ
よ
う
！「
自
助・共
助
の
輪
」

広
げ
よ
う
！「
自
助・共
助
の
輪
」

広
げ
よ
う
！「
自
助・共
助
の
輪
」

須
佐
本
河
連
自
主
防
災
部

①「
緊
急
一
時
避
難
所
」
の
開
設

②
緊
急
時
に
活
か
せ
る
避
難
訓
練
に
！


